
100万ウェル搭載チップ (1ビーズ/1ウェル分配) によるタイムコース機能測定

機能性タンパク質 (抗体・ペプチド・酵素 等) の探索で、

オンチップ分子進化スクリーニング
On-chip Molecular Evolution Screening

Novel Protein Discovery Technology:  from  “ in-vitro binding-based selection ”   to   “ on-chip Function-based selection  ”

 1チップあたりタンパク質100万種の、

 生化学反応のタイムコース測定に基づいた、

 分子機能 (触媒活性・酵素阻害/促進・結合/結合阻害) の直接観察によって、

 高機能性タンパク質の遺伝子配列を特定できる

 さらに、遺伝子変異導入サイクルによる分子進化*により、
「選別」だけでなく、機能性タンパク質を「育てる・創る」ことが可能

5 µm

タンパク質
遺伝子(DNA)

100万~数億種
(1x106~108)

タンパク質-DNA固定化
ビーズライブラリー調製

タンパク質100万種のオンチップ機能評価・遺伝子回収

100 µm

網羅的 “結合評価” 探索 だけでなく 網羅的 ”機能評価” 探索 が可能に

バイオ医薬品・産業用酵素・診断用酵素の開発
に求められる機能評価測定をカバー

酵素活性 酵素阻害活性 結合活性 結合阻害活性

高機能タンパク質提示ビーズ
を回収 (遺伝子回収)

ビーズ上DNAに変異導入

第2世代ライブラリーを調製

タンパク質100万種の “機能” を “直接評価” する分子進化による高機能タンパク質創出

* 分子進化 (進化分子工学): タンパク質を人為的に進化させる技術。抗体医薬や産業用酵素の開発で用いられる。2018年ノーベル化学賞受賞分野

<問い合わせ先>  公益財団法人 川崎市産業振興財団ナノ医療イノベーションセンター (iCONM)
高橋 亘 (知財マネージャー/ キングスカイフロント・クラスター事業部専門員(兼務)): takahashi-w@kawasaki-net.ne.jp
上野 真吾 (副主幹研究員/ 研究開発担当者): ueno-s@kawasaki-net.ne.jp

新たなスクリーニング法の提案

高分子: 酵素/抗体 医薬品バイオ
医薬品

産業用酵素

診断用酵素

変異体活性プロファイリング

中分子: ペプチド/核酸 医薬品

スクリーニング可能なターゲット領域

上野真吾 ナノ医療イノベーションセンター (iCONM)
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